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論文内容の要旨 

 本態性血小板血症（ET）患者の血栓症を予防するためリスクに応じた治療を行うことが重要

である。高齢、血栓症の既往、および JAK2V617F 遺伝子変異の存在は、ET における血栓症のリ

スク因子としてよく知られているが、心血管リスク（CVR）因子が ET の血栓症に及ぼす影響に

ついては不明な点が多い。そこで、WHO2017 の診断基準を満たした ET 患者 580 人を対象に、

CVR 因子が血栓症に及ぼす影響を解析した。単変量解析により、高トリグリセリド血症および

複数の CVR 因子の保有が血栓症の強力なリスク因子として同定され（それぞれハザード比［HR］

3.530、95％信頼区間［CI］1.630-7.643、P＝0.001 および HR 3.368、95％CI 1.284-8.833、P

＝0.014）、高 LDL コレステロール血症が潜在的なリスク因子として同定された（HR 2.191、95％

CI 0.966-4.971、P＝0.061）。多変量解析では、高トリグリセリド血症が血栓症の独立した危険

因子であることが明らかになった（HR 3.364、95％CI 1.541-7.346、P＝0.002）。さらに、血清

トリグリセリド値≧1.2mmol/L（HR=2.592、P=0.026 vs ＜1.2mmol/L）、または 2 つ以上の CVR

因子（P=0.011 vs CVR 因子なし、P=0.005 vs CVR 因子 1 つ）を有する患者では、無血栓生存

率の低下が観察された。これらの結果から、ET における CVR 因子の血栓症への影響が明らかに

なった。CVR 因子は管理可能であるため、血清トリグリセリド値のコントロールなどの生活習

慣の改善によって ET 患者の血栓症を予防できる可能性がある。 

 

 


